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様式第４号（第 15 条関係） 

 

会  議  録 

 

１ 附属機関等の会議の名称  

令和２年度第２回美里町近代文学館運営審議会 

 

２ 開催日時  令和３年２月１９日（金） 午前１０時３０分 

 

３ 開催場所  美里町近代文学館 視聴覚会議室 

 

４ 会議に出席した者 

（１）委 員 

 渡部 恭委員 中舘 典子委員 小嶋 惠美子委員 小野 久美子委員 

渡邊 智佳子委員 木田 真由美委員 鈴木 正樹委員 佐藤 喜美代委員 

志摩 勝彦委員 

（２）事務局 

 教育次長兼教育総務課長兼学校教育環境整備室長 佐藤 功太郎 

 教育総務課課長補佐兼近代文学館長兼小牛田図書館長 櫻井 弘美 

 教育総務課課長補佐兼南郷図書館長 草刈 明美 

 近代文学館 主事 泉 里枝 

 

５ 会議を欠席した者 

大町 龍一委員 

 

６ 議題及び会議の公開・非公開の別 

（１）議題 

① 署名委員指名 

② 令和２年度事業報告について 

③ 令和３年度事業計画について 

④ その他 

  

 （２）会議の公開・非公開の別 

   公開 

７ 非公開の理由 

 

８ 傍聴人の人数 
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 ０人 

 

９ 会議資料 

 別紙のとおり 

 

10 会議の概要 

（１）署名委員指名 

  渡邊智佳子委員と志摩勝彦委員の２名とした。 

 

（２）令和２年度事業報告について 

館内行事、館外サービス、施設見学、町民ギャラリー企画展、視聴覚会議室

利用講座及び体験研修受入の実績について、事務局から報告を行った。新型コ

ロナウイルス感染症の影響により、中止した事業が多くあった。 

 

（３）令和３年度事業計画について 

 図書館行事、視聴覚会議室利用講座及び町民ギャラリー企画展の計画につい

て、新型コロナウイルス感染症の感染状況を考慮しながら事業を実施していく 

旨事務局から説明を行った。 

 

（４）その他 

 令和２年度予算で、新型コロナウイルス感染症対策として網戸設置等の施設

の改修、消毒できる備品の購入、図書の購入を行ったことを、事務局から報告

した。 

 

（５）意見の詳細 

  別紙のとおり 
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 【午前１０時３０分 開会】 

事務局 

（草刈館長） 

定刻まで少しお時間がありますが、皆さまお揃いですので、

ただいまから、令和２年度第２回美里町近代文学館運営審議

会を開会いたします。 

まず始めに、教育総務課長の佐藤よりご挨拶申し上げます。 

佐藤教育次長  皆さま大変お疲れ様です。教育委員会の佐藤功太郎と申し

ます。なかなかお会いする機会がないのですが、本日はよろし

くお願いいたします。 

 教育長は別件で、後藤家の古文書を読むにあたり、町内にあ

ります古文書を読む会に解読作業を依頼するということがあ

り、そちらに出向いております。本日はこちらの会議に出席で

きないということで、皆さまによろしくということでござい

ました。 

 私のほうからは、令和３年度から、町の総合計画が新しい時

期を迎えまして、新たに５年間新しい計画の基に事業が進め

られていくということでございまして、その中でこの図書館、

近代文学館の運営については、基本的な方針は変わらないの

ですが、その計画に基づいて進めていくということになりま

す。ここの運営につきましては、南郷も含めてということにな

りますけれども、運営方針を皆様のご意見をお聞きした上で

策定しておりまして、その方針に基づいて進めているという

ことになります。近代文学館につきましては、３０年を迎えて

ということもございまして、開館当初からはだいぶ社会も変

わってきておりまして、社会に対応した図書館の運営、より住

民の方にお使いいただけるような運営に努めているところで

ございますが、今後ともみなさまのご意見をしっかりいただ

きながら、皆さまに愛される、使っていただけるような図書館

になるよう今後ともお力添えをよろしくお願いしたいという

ことでございます。 

 本日は令和２年度の事業の報告と令和３年度の事業計画等

につきまして、お話をさせていただいてご協議いただくこと

になりますので、よろしくお願いいたします。簡単ではござい

ますが、以上で挨拶とさせていただきます。 

事務局 

（草刈館長） 

鈴木委員長さんからご挨拶をお願いいたします。 

鈴木委員長 本日で２回目の運営審議会の開催になります。前回が１０
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月１日でしたので、こういう風に寒さが続くとは思っていま

せんでしたが、昨日が暦では雨水ということで季節が変わる

というようなことだと思いますが、それもあってちょっと薄

着をしてきましたら、若干寒いということになりました。 

 皆さんにおかれましては、年２回の運営審議会ですけれど

も、本日は令和３年度の事業計画も議題となっておりますの

で、皆さんのご意見をいただきたいと思います。よろしくお願

いいたします。 

事務局 

（草刈館長） 

続きまして、署名委員さんの指名になりますけれども、事務

局のほうからお願いしてもよろしいでしょうか。 

それでは、渡邊智佳子さんと志摩勝彦さんにお願いしたい

のですがよろしいでしょうか。よろしくお願いいたします。 

では、協議に入ります。ここからの議長を、鈴木委員長さん

にお願いいたします。 

鈴木委員長 それでは、次第に則りまして協議を進めてまいります。 

（１）令和２年度事業報告について、事務局から説明をお願

いいたします。 

事務局 

（櫻井館長） 

それでは、１ページ目の令和２年度事業報告をご覧くださ

い。座って説明させていただきます。 

今年度はコロナの影響がとても大きくて、図書館のほうも

４月９日から５月１０日まで臨時休館などもございました。

そのため、春から夏にかけての行事はコロナ対策ということ

で全面的に行事ができませんでしたので、参加者数のところ

には線が引いてございます。未実施ということになっており

ます。 

秋以降、行事を開始させていただきまして、図書館まつりＷ

ｅｅｋと題しまして、昨年までは１日開催だったものを１５

日間ということでさせていただいておりましたので、皆さん

のご参加もとても多く、小牛田図書館では延べ１４９０人、南

郷図書館では延べ３００人の方においでいただきました。学

校と連携する行事も組んでおりまして、ＰＯＰ決戦！本の三

国志と題しまして、こちらは中学生のみなさんに本のＰＯＰ

を作成いただきまして、図書館に貼り出して皆さんに投票い

ただくようにいたしました。今年度は７０票の投票がござい

ました。 

それから、スタンプラリーですが、郷土資料館、小牛田図書
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館、南郷図書館を皆さんに知っていただくために３か所を回

っていただくスタンプラリーとなっております。こちらは２

１人の参加がございました。 

それから、１２月に入りコロナにかかった方がいらっしゃ

いましたので、クリスマスおはなし会について募集は掛けま

したが残念ながら中止という形になりました。 

１月になりましてから、震災から１０年ということもござ

いましたので、震災の企画展を開催いたしました。その間にひ

と箱古本市ということで、不要になった本を町民の方から段

ボール一箱分募りまして、来場者に持ち帰っていただくとい

う企画を行いました。こちらはおおよそ２００人くらい参加

をいただいております。 

２ページ目になります。あつまれ！３歳っこについては、町

内の３歳になったお子様に、おひとりおひとり名前の付いた

図書館のカードを差し上げております。その時に本来ですと

本の読み聞かせなどを行っておりますが、昨年の３月後半か

ら事業のほうがなかなか思うようにできませんで、昨年度は

南郷だけ１０組で開催としました。今年度は日にちを限定せ

ず、おおよそ２か月の間に図書館にお越しいただいた方に、カ

ードと本を入れるバッグを進呈させていただいております。

あとは、おひざにだっこ、おはなし会、おはなし広場、おはな

し大好き！などは、お手伝いをいただきながら９月以降実施

しているところです。 

②館外サービスとなります。こちらは、今も継続の事業がほ

とんどでして、集計のほうは事業が完了してからとさせてい

ただきます。この中で、ブックハローも読み聞かせはできない

ということになっております。その他、学級文庫の貸出、支援

センターでの読み聞かせは秋以降に開始しております。学校

での朝の読み聞かせは、小牛田小学校さんと北浦小学校さん

ということで、ご希望のあった学校に行かせていただいてお

ります。今年度は、高齢者交流会のご希望がありませんでした

ので、今のところ件数なしということになりそうです。 

３ページ目になりますと、施設の見学になります。町内の小

学校に限らず、涌谷の小学校さんからも見学に来ていただい

ていましたが、やはり夏休み以前は各学校の希望どおり見学

に行くのが難しいということでしたので、秋以降の開催とな
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っております。半数くらいの学校さんに、授業の一環として見

学に来ていただきました。続いて、町民ギャラリーの企画展で

す。こちらも春の段階では展示会の企画ができず、実際にスタ

ートしましたのが、８月の原爆パネル展からになります。こち

らはまちづくり推進課さんと協力しておりまして、来場した

方には折り鶴を折っていただきました。パッチワーク展など

も計画していたのですが、主催の方から今回は見送りたいと

のお話がありまして、中止となっております。１月には、子ど

もの本移動展示会をさせていただきました。これは、宮城県図

書館から借りた本を飾らせていただいております。河北展入

賞・入選作品展を毎年開催しておりますが、通常ですと１２月

に開催しておりましたところ、河北展自体の開催が遅れまし

て、今年度は３月に開催いたします。また、ギャラリーでは、

早坂美名子さんのフェルトセンスアート展を本日から開催し

ておりますので、ぜひご覧いただきたいと思います。 

４ページ目は、視聴覚会議室利用講座です。少しだけルネッ

サンスという講座は２年おきの開催を予定しておりまして、

今年度開催の予定でしたが、実施できませんでした。また、毎

年読み聞かせの講座も実施しているのですが、コロナ対策で

できませんので、ボランティア育成講座ということで、あまり

お話しないような、制作講座として計画しております。 

６番目は体験研修の受入です。こちらは各学校さんのご利

用がありませんでしたので、全て中止となりました。 

令和２年度の行事は以上となります。 

鈴木委員長 令和２年度の事業報告について説明がありました。多くの

事業が計画されましたが、臨時休館があったり、コロナによっ

て中止になったりということでした。今お話をいただいた報

告の中で、質問がございましたらお願いいたします。どういう

事業をやっているのかとか、具体的な説明が聞きたいとか、そ

ういうことでも構いません。この事業計画は、運営方針に則っ

て利用者を増やすことを考えながらやっているわけですけれ

ども、コロナで中止になったりということで、職員の方もやる

気を削がれるというような状況でもあるかとは思いますが。

なんでも結構です。はい、志摩さん。 

志摩委員 町民ギャラリー企画展とありますが、近代文学館複製絵画

展の複製した絵というのはどういう絵なんでしょうか。石版
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画みたいなものなのか、油絵みたいに描いて複製したものな

のか。例えば、５０枚刷ったうちの３番目とか、そういう風な

価値のあるものなのか。 

事務局 

（櫻井館長） 

はい。皆さんのお手元に要覧の方を差し上げていました。こ

ちらの要覧のですね。１１ページをご覧いただきたいと思い

ます。 

失礼しました。複製絵画の数ですけれども、小牛田の方には

１０８、南郷の方には２つございます。 

事務局 

（草刈館長） 

内容につきましては、印刷されたものを額装しているもの

ですね。印刷も特殊なプリントがされているものなので、ちょ

っと見た感じだと絵の具で描いたような感じのイメージでと

らえられるようなもので、だいたい幅でいうと、そのテレビの

画面より一回り小さいくらいのとか、小ぶりなもの、油絵、水

彩画、浮世絵、そういったものがあるので、お部屋とか季節に

合わせて飾れるようになっております。レンブラントとか、ミ

レーとか、皆さんが教科書で見たことあるものを絵画にして

いますので、個人の利用もあるのですが、実は学校の利用もあ

りまして、廊下に飾ったりだとか、そういう風な形で活用して

いただいている学校もあります。 

志摩委員 そうすると美術印刷みたいな感じですね。色を何色も重ね

てこう印刷する・・・ 

事務局 

（草刈館長） 

はい。下に飾っているのがあるので、お帰りの際にちょっと

見ていただけると。 

鈴木委員長 よろしいですか。帰りに見るより・・・ 

事務局 

（草刈館長） 

何か一つ、持ってきますか。では、走ります。 

鈴木委員長 その他にございませんか。 

小嶋委員 興味があったんですけど、ひと箱古本市が１月末にあった

ようですが、どういう様子だったのか聞きたいのと、あともう

一点が、今度行われる３月５日のボランティア育成講座はど

ういう内容なのかお聞きしたいです。 

事務局 

（櫻井館長） 

ひと箱古本市ですけれども、町民の方にご不要になった本

を段ボール一箱分お持ちいただいて、本来であれば対面で本

が欲しい方がお見えになって、お話しながら本を差し上げる

という内容だったのですが、今回コロナ禍ですので、皆さんに

は本をお持ちいただいて、看板を作っていただいたり、本を出
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品した思いを書いていただいたりして、無人で本を置いてお

いて、来た方に本を自由に持って行っていただく催しになっ

ております。いろんな方がお見えになりまして、今回南郷高校

の図書の活動をしている図書委員さんにも一箱お出しいただ

いたので、若者が読むような本もございましたし、専門的な辞

典のようなものもございました。出店者の方々はいろいろ本

当に出していただき、たくさんの方にお越しいただいて大変

盛況な行事でした。 

木田副委員長 それは全部さばけるっていうか、その・・・ 

事務局 

（櫻井館長） 

残った本に関しましては、図書館にない本については図書

館に寄贈ということで頂戴します。ある本につきましては、こ

ちらで処分をさせていただくことをご了承いただいておりま

す。 

鈴木委員長 箱の大きさは。 

事務局 

（櫻井館長） 

段ボール一箱分ということで、特別何センチとはしていな

かったのですが、本によっては結構大きさがありますので、一

人一箱と言うことでお出しいただいております。 

鈴木委員長 参加者はおおよそ２００人とありますが、来られた方が２

００人ということですか。 

事務局 

（櫻井館長） 

はい、そうです。 

鈴木委員長 そうすると、一箱出された方は何人ですか。 

事務局 

（櫻井館長） 

１０人くらいお出しいただきました。 

事務局 

（泉主事） 

失礼します。こちらが複製絵画です。 

【複製絵画の現物を各委員に回覧】 

鈴木委員長 はい。それでは、ボランティアの方ですが・・・ 

事務局 

（草刈館長） 

はい。通常ですと、読み聞かせの講座ということで一般の方

を対象に広く募集をかけるんですけれども、本来であれば秋

口に一回、今くらいの時期に一回、絵本の資料論などをお話し

ていたところなんですが、今回は実際に活動されている町内

の３つの読み聞かせボランティアさんの団体がありますの

で、その方たちのスキルアップを目的とした養成講座にしよ

うということになりました。その方たちには、これまでもいろ

いろ資料論とか読み聞かせの手法についてのお話は何回かし

ているということなので、実際に読み聞かせで使う小道具と
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かですね、読み聞かせには本だけではなくて、人形とか歌を歌

う時にそれを表現するものとか使うものが結構ありますの

で、そういったものを実際に作ってこれからの活動で利用し

ていきたいということで、考えております。今のところ、歌遊

びに使える紙人形を作成しようというところですが、後でも

う一度改めて団体の方々にご案内する予定です。 

鈴木委員長 よろしいですか。その他にございませんか。 

佐藤委員 はい。館外サービスの一番下に高齢者交流会とありますが、

内容はどういうものでしょうか。 

事務局 

（草刈館長） 

はい。こちらはですね、地区のお茶飲み会に行ってですね、

文化財係と郷土資料館と連携して行うものですけれども、図

書館にある資料を見せつつ、実際に昭和に使われていた炭の

アイロンとか、豆炭あんかとか、そういうものを持って行きな

がら、「みなさん昔こういうことしましたよね、ご存じですか」

という話をしたり、図書館ですと、昔流行った歌謡曲の一節を

歌って、「さあ、これは誰が歌ったなんという曲でしょう」と

いうようなお話を一時間半くらいのプログラムで行うんです

けれども、これは回想法ということで、昔を振り返ると認知症

予防になるということで、福祉施設とか一部の図書館で行っ

ているんですけれども、私たちもこの２～３年やっています。

実は最初、まるっきり昔話を語ってくださいということで依

頼があったんですけれども、そうじゃなくてこういう手法も

ありますとお伝えして始めたところ、何か所からかそういう

依頼を受けてやっているところです。 

佐藤委員 ありがとうございます。 

鈴木委員長 他にございませんか。 

それでは、令和２年度の事業報告につきましては、以上にい

たします。もし、何かありましたら次の令和３年度の事業計画

の時でも結構です。それでは、事業報告については、以上で終

えさせていただきます。 

２番目に、令和３年度の事業計画ということで、事務局お願

いします。 

事務局 

（櫻井館長） 

それでは、５ページの令和３年度の事業計画をご覧いただ

きます。 

毎年、４月２３日から５月１２日は子どもの読書週間とい

うことになっておりますので、毎年企画展示とお話会を小牛
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田と南郷両方で行っておりましたが、やはりコロナの関連で

心配な点もございますので、まずは企画展の方をさせていた

だきまして、おはなし会の方は５月以降様子を見てさせてい

ただこうと思います。このおはなし会が人気で、読み聞かせや

手遊びに結構大勢子どもさんたちにお集まりいただいており

ます。それから、ブックラリーの方は、子供の読書週間に合わ

せて、その日から一年間図書館の薦める本を皆さんに読んで

いただいてやっていきます。 

夏になりますと、夏の特別なおはなし会や、夏休みを利用し

まして小学生を対象とした手作り絵本の教室や、夏休み工作

教室を開催する予定です。こちらもコロナの様子を見ながら、

少人数の開催だったり、あまり密にならないような体制を心

がけてやっていきたいと思っております。 

秋になりますと、図書館まつりということで、昨年度までは

１日限りの開催だったのですが、今年度は２週間にして開催

したところ、とても好評でしたので、密にならないということ

も考えまして、令和３年度も２週間くらいの開催ということ

で実施していきたいと思います。 

冬になりますと、クリスマスおはなし会、冬のスペシャルお

はなし会、２～３月はあつまれ３歳っこということで、対象年

齢のお子さんに利用カードと図書館バッグを差し上げて、図

書館の利用を促していきたいと思います。 

３月になりますと、春のスペシャルおはなし会と児童図書

の講座の方も開催していく予定です。 

６ページ目になりますと、おはなし会の方は、今は距離を置

きながら密にならないような形で開催しておりますので、こ

ちらも例年どおり開催していきたいと思います。子育て支援

センターと連携しておりますぽかぽかおはなし会について

も、令和３年度も実施していく予定です。あとは、ボランティ

アさんのご協力をいただいたり、１歳３か月児のお子さんを

対象にブックハローということで、本をお渡しする行事もコ

ロナの様子を見ながら実施してまいります。 

２番目の視聴覚会議室の利用講座ですが、令和２年度にで

きなかった「少しだけルネッサンス」講座の実施を計画してお

ります。 

３番目の町民ギャラリー企画展ですけれども、今年度でき
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ませんでした、近代文学館で所蔵しております複製絵画を皆

さんにご覧いただいたり、絵画の春光会さんですとか、パッチ

ワークのコットンフレンドさんですとか、各グループさんと

相談しながら企画展を開催していきたいと思っております。

それから、河北展の入賞作品の展覧会ですが、令和３年度に河

北展が実施されたときは、こちらでも開催していきたいと思

っております。子どもの本の展示会の方も、宮城県図書館から

借用しましてやっていきたいと思っております。 

令和３年度につきましては、このような行事をさせていた

だく予定です。令和３年度の近代文学館の開館時間について

なんですが、近代文学館条例には午前１０時から午後６時ま

でとなっておりまして、令和２年度はコロナのこともありま

してその時間で開館しておりました。令和３年度も同様に条

例どおりの開館時間としたいと思っております。以上です。 

鈴木委員長 はい、ありがとうございました。令和３年度の事業計画とい

うことでございますが、それぞれの事業ごとに説明をいただ

きました。いずれもコロナの状況で事業が変更になることも

考えられるということだと思います。なかなかコロナは収束

しない状況ですから、コロナといっしょに向き合って生活を

する、そのあたりを意識した運営をしていただきたいとお願

いをしておきますけれども、今説明いただきました事業計画

は令和２年度と極端に違うということはないようですが、令

和２年度と見比べて気づいたことなど、なんでも結構ですの

で皆さんからご意見・ご質問をいただきたいと思います。 

中舘委員 これは難しいかもしれませんけれども、今年で地震になっ

て１０年になりますね。この間も地震がありました。それで、

その時ここの図書館はどうなっていたかとか、そういうのを

展示してもいいんじゃないかなと思うんです。というのは、私

はこのすぐ近くに住んでいるものですから、地震の時は、本当

はここに逃げるはずだったんです。でも、ここがだめになっ

て、文化会館の前で電気をもらったりだとか、そういうことを

みんな忘れている。この間地震になって、それを思い出したん

ですね。ここは土地が柔らかいものですから、ともかく家が壊

れたりしたんです。図書館ではそういうことも記録として残

しているはずなんです。そういうのを展示して見せてもいい

んじゃないかなと。おかしいでしょうか。 
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事務局 

（櫻井館長） 

令和２年度の事業でもう終わってしまったんですけれど

も、図書館の被害というふうに限定はしなかったんですけれ

ども、震災の企画展を１月２６日から２月１４日までさせて

いただきました。 

中舘委員 そうだったんですね。すみません。 

事務局 

（櫻井館長） 

それで、写真や図書館にある本なども並べさせていただき

まして、小学校でも高校でも震災のことを勉強しているよう

なので、青生小学校の５年生さんには「災害の時にどういうも

のが必要か」ということを、それぞれ紙に書いていただきまし

て、模造紙に貼らせていただきまして、展示しました。 

中舘委員 すみません。わからなかったものですから。 

事務局 

（櫻井館長） 

なので、今年１０年経ったということで、震災の企画展をさ

せていただきました。 

中舘委員 この間の地震がすごく怖かったものですから、思い出しま

して。 

佐藤委員 ありますね、そういうことは。 

事務局 

（草刈館長） 

あとですね、図書館には当時の新聞、河北新報が保存されて

います。どうしても災害の対策に行かなくてはならなくて、写

真を撮ることがなかなかできなかったので、当時の状況がど

うだったのかが、新聞で生々しく記事になっていますので、記

録としてあります。それから、震災のコーナーが常時書架にあ

りますので、そういったところもご覧いただければという風

に思います。 

鈴木委員長 よろしいですか。 

中舘委員 はい。 

鈴木委員長 その他にございませんか。 

志摩委員 （３）のその他に行っていいですか。まだでしょうか。 

鈴木委員長 その他のことなんですか。 

志摩委員 ちょっと個人的なことがあるんですけれども。 

鈴木委員長 では、その他のところでお願いします。他に何かございませ

んか。 

すいません。あつまれ３歳っこは、やっているんですよね。

前の年が非常に集まりが悪かったように思えるんですけれど

も。 

事務局 

（草刈館長） 

そうですね、これは実はコロナが出る前に、南郷だけが実施

できたんです。小牛田地区と南郷地区でやって、南郷地区の方
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が早かったので、１０組の参加だったんです。その一週間後、

二週間後だったか、２月２９日くらいに小牛田が会場になる

はずだったんですが、その時にはもうコロナが出てきたとい

うことで、開催が中止になったというところです。対象者数が

小牛田の方が多くて、南郷の方が少なかったというところで、

このような数字となっております。 

鈴木委員長 はい、わかりました。 

それでは、２番目の令和３年度事業計画について以上で終

了したいと思いますがよろしいでしょうか。 

【はいの声あり】 

それでは、３番目のその他に入ります。先ほど志摩委員さん

からお話がありましたけれども。 

 はい。ちょっと個人的なことなんですけれども、昨年小牛田

駅が開業１３０周年を迎えたんですよ。それで、１３０周年の

記念として、私は歴史写真展をしたいと思いまして、美里総合

案内所で４月６日から行います。その時に、資料としてここの

図書館さんからたくさんの本をお借りしまして、隅々まで見

させていただきました。いろいろな発見があったと言います

か、私にとっては宝物のような状態で、それを写真に添えてキ

ャプションとして展示したいと思います。小学校の頃は夏休

みに研究発表という宿題がありましたけれども、大人の研究

発表みたいなものです。みなさん、ぜひ見てください。 

中舘委員 日にちをもう一回教えてもらえますか。 

志摩委員 あとで資料を差し上げますので。こちらに書いてあります

ね。 

中舘委員 ありがとうございます。 

鈴木委員長 では、事務局の方から何かありませんか。 

事務局 

（櫻井館長） 

はい。令和２年度の予算にはなるんですが、新型コロナウイ

ルス感染症の対策ということで、近代文学館がいくつか改善

されるところがありますのでお知らせします。近代文学館の

建物なんですが、３０年経ちまして、コロナに対する対策がで

きる建物かというと、ちょっと弱いところがございました。ま

ず、１階の畳のコーナー、いこいのコーナーなんですけれど

も、長く愛されている場所ではあるんですが、あそこに１～２

人座られると、他の方が利用できないような空間になってい

ますので、あちらは畳を取らせていただきまして、ソファとテ
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ーブルに模様替えとさせていただきます。また、こちらの視聴

覚会議室もですが、換気のために網戸を設置します。それか

ら、こちらの会議室は会議やサークルさんの活動で長くご利

用いただいていたんですけれども、子どもたちの学習スペー

スにも活用したいなという考えがありまして、出入り口のド

アを閉めてしまうと、部屋の中があまり見えないような状態

になってしまいます。子どもたちだけで勉強するとなると、私

たち職員も巡回はしますけれども、中が見えた方が安全性が

高いので、ドアの方を取り換えて、中が見えるようなものにい

たします。また、防犯カメラの方も設置しようかなと思ってお

ります。それから、３０年の近代文学館の備品ということで、

ソファなどがかなり傷んでいる状態になっていました。今お

座りいただいている椅子もなんですが、布張りが非常に多く

て、実は消毒がなかなか難しい状態になっておりました。これ

も、新しいソファでビニールレザー的な素材になってしまい

ますが、消毒できるソファと椅子に交換させていただきます。

南郷図書館のソファも同時に交換します。 

それから、図書の資料費ということで、本やＤＶＤなどを購

入する費用もつけていただきましたので、１月から新しい本

を続々と購入しております。こちらの本を、ぜひおうち時間で

活用していただきたいと思っております。この中で、学校さん

へもいろいろと本を貸し出しております。学校で調べ学習を

するときに使う本だと、セット販売で値段がお高めものが多

く、なかなか買えないでいたのですが、そういったものも新し

く交換させていただいて、学校さんへ貸し出したりですとか、

あるいは学級文庫の本を新しいものに変えたりだとか、新し

く買った本で美里の子どもさんたちにもたくさん本に触れあ

っていただきたいと思っております。 

こちらの予算は、令和２年度の予算ですので、３月中に備品

の購入、図書の購入、施設の改築を終えることになります。４

月にはちょっとリニューアルした図書館をご覧いただけるか

と思いますので、ぜひ新しい図書館の方をご期待していただ

ければと思います。 

鈴木委員長 今の説明、よろしいですか。 

それでは、委員さんから何かあれば。 

木田副委員長 さっき地震のことが出たのでお聞きしますが、３．１１のと
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きは図書館の本がすごい状態だったと思うんです。その復旧

作業でボランティア等は入れたんでしょうか。 

事務局 

（草刈館長） 

基本ボランティアは入れていません。 

木田副委員長 間に合ったんですか。 

事務局 

（草刈館長） 

なかなか大変なところではあったんですけれども、本を戻

すということで、ただ戻すのではなくて整列させて戻さなけ

ればならないということがありましたので、そこは職員がや

りました。ボランティアで入ってもらったのは、退職した司書

の方に１～２人ほど中で作業をしていただきましたが、一般

の方のボランティアは受けなかったです。３月１１日もだっ

たんですが、次の４月８日に４割方本が落ちたんですけれど

も、その時は職員が普通に図書館に勤務できていたので、１日

半くらいで復旧ができたというところです。 

中舘委員 この間の地震では何もなかったんでしょうか。 

事務局 

（草刈館長） 

特に大きな被害はなかったです。 

事務局 

（櫻井館長） 

何冊か本は落ちましたが、特に大きな被害はありませんで

した。 

中舘委員 わかりました。よかったです。 

鈴木委員長 その他にございませんか。 

地震対策ということで、強い地震が来ると本を止めるよう

なものが本棚についていたと思いますが・・・ 

事務局 

（草刈館長） 

それですが、今は外しております。 

鈴木委員長 外したんですか。 

事務局 

（草刈館長） 

実は、あのストッパーがかかると、負荷がかかって自立の書

架が全部崩れるんですね。それで、壁に入っている書架に関し

てはあれがすごく有効的なんですが、ストッパーをかけて本

を落とさないようにするよりは、本を落として書架の倒壊を

防ぐというか、東日本大震災レベルになるとそっちのほうが

人への被害が少ないというふうに全国的になってきていま

す。地域とか、図書館の考え方でストッパーをかける・かけな

いの考え方は変わると思いますが。 

鈴木委員長 気が付かないでしまってすみません。あるものだと思って

いました。 
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事務局 

（草刈館長） 

前はあったんですがね。 

鈴木委員長 それでは、以上で協議の方を終わらせていただきます。どう

もありがとうございました。 

事務局 

（草刈館長） 

では、これで令和２年度第２回美里町近代文学館運営審議

会を終了させていただきます。ありがとうございました。 

上記会議の内容に相違ないことを証するため、ここに署名します。 

 

  令和  年  月  日 

 

委 員              

 

委 員              

 


